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新 しいセ フェム系抗 生物 質Cefodizlme(THR-221)を 急性単純性腎孟腎炎2例,急 性単純性膀胱 炎1

例,複 雑性尿路感染症14例 に投与 し,そ の効果 を検討 した。UTI薬 効評価基準 による総合有効率 は,

複雑性尿路感染症で は評価 可能14例 中10例 が有効以上で,総 合有効率71.4%で あった。副作用に関 し

ては自他覚的 なものはな く,臨 床検査値につ いては17例 中1例 にGPTの 上昇,1例 にGPT,LDHの

上昇 を認めたが軽度であ り,投 薬中止後正常化 した。

Cefodizime(THR-221)は ヘ キ ス ト社(西 独)と ル セ ル社

(仏)で 合成,開 発 され た注 射 用 セ フ ェ ム系 抗 生物 質 であ

り,Fig.1に 示 す 化 学 構 造 を有 して い る1)。本 剤 は広 域

抗菌スベ ク トル を有 し, Enterobacteriaceae の他, S. pyog-

enes,  S. pneumoniae, H. influenzae, N. ganorrhoeae に対

して強い抗 菌力 を示 している。本剤は点滴静注に より用

量依存的に高い血中濃度が得 られ,そ の半減期は2～2.5

時 間で,尿 中 には投 与後24時 間で未変化体 の まま70～

80%が 回収 される。

今 回,わ れわれ はTHR-221を 臨床 的に投与す る機 会

を得,急 性単純性腎孟腎炎,急 性単純性膀胱炎お よび複

雑性尿路感染症 に使用 し,そ の安全性 と有効性 について

検討 したので報告す る。

I.検 討 方 法

1.対 象

浜松医科大学泌尿器科およびその関連施設に入院中の

患者で,急 性単純性腎孟腎炎2例,急 性単純性膀胱炎1

例お よび尿路 に基礎疾患 をもつ複雑性尿路感染症14例 の

計17例 について検討 を行 った。

急性単純性腎孟腎炎2例 お よび急性単純性膀胱炎1例

は全例女性で,年 齢は20歳,85歳,25歳 であった。複雑

性尿路感染症14例 については,性 別は男10例,女4例,

年齢 は23歳 か ら89歳 までで,尿 路感染症の内訳は膀胱炎

9例,腎 孟腎炎5例 である。基礎疾患 は前立腺肥大症4

例,尿 路結石3例,前 立腺癌3例,膀 胱結石,膀 胱腫瘍,

萎縮膀胱,神 経 因性膀胱,各1例 である。なお,投 与前

にお ける本剤の皮 内反応 は全例陰性 であ った。

2.投 与 方法 ・量

投与方法 はTHR-221を1g,1日2回 点滴静注 し,5

日間投与 を原則 とした。臨床効果に影響すると考えられ

る他 の抗 生剤,抗 炎症剤,鎮 痛 ・解熱剤,γ-グ ロブリ

ン製剤 などは併用 しなかった。

3.効 果判定

臨床判定 はUTI薬 効評価 基準(第3版)2)に 準 じて判定

した。 また,主 治医判定 は膿尿,細 菌尿,発 熱,排 尿痛

などの自他覚的臨床症状 を勘案 し,著 効,有 効,や や有

効,お よび無効の4段 階に分類 した。

Fig. 1 Chemical structure of THR-221
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II. 成 績

1.急 性単純性腎孟腎炎 ・急性単純性膀胱炎

急性単純性 腎孟腎炎2例 および急性単純性膀胱 炎1例

の一覧をTable 1に示す。 この うちUTI薬 効評価基準 に

よる判定では急性単純性膀孟腎炎の2例 が判定可能で,

著効であった。主治医判定では著効2例,有 効1例 で,

有効以上は3例 中3例(100%)で あった。

2.複 雑性尿路感染症

複雑性尿路感染症14例 の症例一覧 をTable2に 示す。

全例UTI薬 効評価基準 の患者 条件 を満 た していた。 こ

れらの総合臨床効果 をTable3に 示す。細 菌尿 に対す る

効果は陰性化10例(71.4%),不 変4例(28.6%)で あった。

膿尿 に対 す る効果 は正 常 化7例(50。0%),不 変7例

(50.0%)で あった。膿尿,細 菌尿 を指標 とした総合臨床

効果は著効6例,有 効4例,無 効4例 で,著 効 と有効 を

合わせた有効率は71.4%で あった。

UTI薬 効評価基準 に従い分類 した病態 群別の 臨床効

果をTable 4に 示 す。 単 独 菌 感 染 群13例 の 有効 率 は

76.9%で あったが,複 数菌感染群1例 に対 しては無効で

あった。

次に,細 菌学的効果についてみる とTable 5の ごとく,

16株の細菌が治療前に分離 され,2株 はグラム陽性菌,

他はグラム陰性菌であった。 この うち菌の存続がみ られ

たのはP. aeruginosa の2株 とA. calcoaceticus, E. coli

各1株,計4株 で あ った。

投 与後 出現 菌 は1株 の み見 られ,E.faecalisの グ ラム

陽性菌 で あ った。

主 治医判 定 は14例 中著 効5例,有 効7例,無 効2例 で,

有効以 上 は12例(85.7%)で あ った 。

III.副 作 用

THR-221は17例 に投与 されたが,自 他覚的副作用は1

例 も見 られなか った。本剤投与前後の臨床検査値の変動

は1例 にGPTの 上昇,1例 にGPT,LDHの 上昇 を認め

た。前 者は本剤投与前GPT値 が5で あ ったのが,投 与

7日 目60に まで上昇,本 剤投与中止後当日には27に まで

低 下 した。後者 は投与 前GPT,LDH値 がそ れぞれ15,

344で あったのが,投 与5日 目に32,422,投 与中止後15

日目には17,400と 低下 した。

IV.考 察

THR-221は 好気性 および嫌気性 のグラム陽性 菌並 びに

グラム陰性菌に対 して広い抗菌スペク トルを有 し,各 種

のペ ニシ リナーゼ,セ フ ァロスポ リナーゼに対 して極め

て安定 な薬剤である。

近年,第 三世代 セフ ァロスポ リン抗生物質のめ ざまし

い発達 によ り,弱 毒菌 を含 むグ ラム陰性桿菌に対す る対

策は進歩 したが,そ の反面,グ ラム陽性球菌に対 しては

比較的抗 菌力が劣る結果 とな り,菌 交代現 象が問題3)と

な りつつあ る。泌尿器科領域においても複雑性尿路感染

症,と くにカテーテル留置症例ではグラム陽性球菌 を含

む混合感染が多 くみ られる4)ことより,本 剤の臨床的有

用性が期待で きる。今回のわれわれの検討ではカテーテ

ル非留置症例が多 く,大 半が単独 菌感染であ ったため,

混合感染 に対する効果 は十分検討 することがで きなかっ

たが,そ の総合臨床効果 は71.4%と 満足すべ きもので あ

っ た。 しか し, P. aeruginosa  3株 中2株 が投与後存続 し,

またE.faecalisl株 が投与後出現菌 としてみ られてお り,

これ は両菌種 に対す る抗 菌力が弱 いこと1)と一致 してお

Table 1 Clinical summary of simple UTI cases treated with THR-221

A. U. P.. Acute uncomplicated pyelonephritis

A. U. C.. Acute uncomplicated cystitis

*:  Before treatmlent/

After treatment

** UTI: Criteria proposed by the UTI Committee

Dr: Doctor's evaluation
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Table 3 Overall clinical efficacy of THR-221 in complicated UTI

1g×2/ day, 5-day treatment

Table 4 Overall clinical efficacy of THR-221 classified by the type of infection

1g×2/ day, 5-day treatment

Table 5 Bacteriological response to THR-221 in complicated UTI

1g×2/ day, 5-day treatment

*

: Regardless of bacterial count
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り,こ れ らの菌種 を含 む混合感染では慎 重に対処す る必

要があ ると考え られた。

以上,急 性単 純性腎孟腎炎,急 性単純性膀胱 炎並びに

複雑性 尿路感 染症 にTHR-221を 使用 した績果,本 剤の

有効性,安 全性 が確認 され,泌 尿 器科領域 において有用

な抗生物質であると考 えられた。
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We studied the clinical effect of a new cephalosporin, cefodizime (THR-221), in 2 patients with acute simple pyeloneph-

ritis, in 1 patient with acute simple cystitis and in 14 patients with complicated urinary tract infection. Cefodizime was

administered by i. v. drip infusion at a dose of 1 g twice a day. Two patients with acute simple pyelonephritis and 14 with

complicated urinary tract infection were evaluated by the criteria of the UTI Committee. The clinical effect of cefodizime

in the 2 patients with acute simple pyelonephritis was excellent. In patients with complicated urinary tract infection,

clinical effect was excellent in 6 cases, moderate in 4 and poor in 4, with an overall clinical efficacy rate of 71.4%.

During the treatment with cefodizime, no side-effects were seen. In laboratory findings, transient elevation of LAP was

observed in one patient.


